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がらその内容をまとめた。ペアリング後，交尾は早いペアーで 14 日目，遅いのは 74 日目で確認された。産
卵期間は，11～翌年 5 月までの 7 ヶ月間であった。産卵数は 2～3 月に多く，全体の 56.73％であった。雌・
雄同比率繁殖群の産卵数（雌 1 羽当たりの産卵数が 18.50 個）は，10 羽以上の集団および雌・雄異比率繁殖
群（それぞれ雌 1 羽当たり 6.55 個と 9.51 個）に比べ有意に高かった（p＜0.01）。ペアリングでは，産卵数
20 個の個体が翌年に 1 個に激減した例，同一ペン内で，雌が同一雄とのペアリングを解消するためペンか
らの移動を試み事故死した 3 例，また 2 頭の雄と交尾した 1 例が観察された。雌には，同一雄とペアリング
を継続するタイプと産卵後に雄を交換するタイプが存在すると推察され，飼育下では前者のタイプが多く認
められた。受精率は，2009～2010 年と 2010～2011 年で，それぞれ 89.64％と 86.14％で，孵化率はそれぞれ
67.34％と 64.64％であった。受精率は産卵数の増加に伴って高くなる傾向にあった。交尾は 1～3 月に集中し，
その割合は 80.23% であった。また，交尾時間帯は午前 3～9 時に集中し 75% を占め，特に，午前 5～9 時の
間に 52.04% であった。交尾持続時間は 22～74 秒間が多く 72.23% であった。最長時間は 3 分 50 秒　（230 秒）
であった。交尾回数はペアーによってバラツキが大きく 10～59 回の間に分布した。産卵数が多いペアーは
交尾時間も長い傾向にあった。4～5 歳齢（雌・雄）の平均体重は約 40 kg になるが，脂肪重量は雄（9.42 ±
0.40 kg）が雌（7.34 ± 0.64 kg）に比べ有意に高かった（p＜0.01）。体重（♂）が 30～35 kg 区の脂肪重量は 5.99





















平均頭長が 2 m で，体重が 50 kg になる。エミューは走鳥
類（Ratite  family）に属し，仲間には現生最大のダチョウ
（Struthio camelus ; アフリカ大陸）がいる。エミューはダ
チョウに次いで大型で，他に現存する走鳥類にはキーウィ
（Apteryx australis ; ニュージーランド島），ヒクイドリ
（Casuarius casuarius ; ニューギニア島・オーストラリア
大陸），レア（Rhea americana ; 南アメリカ大陸）がいる。
今や化石化したが，マダガスカルにはエピオルニス
（Aepyorins sp.  ; 別名エレファントバード，体重 500 kg，
1848 年 に 絶 滅 ） が， ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド に は モ ア




























～45 kg になる。食肉は一羽当たり約 20 kg 生産でき，骨
を取り除くと 14 kg になる。脂肪は約 9 kg 生産でき，そ
























































は 3 本（ダチョウは 2 本）の大きなかぎ爪があり，これは
唯一の武器となる。しかし，前述のように通常は極めて温
和な動物で，特別に攪乱しない限り飼養管理が容易である。












で，日本（北海道）では 11～12 月から翌年 3～5 月が繁殖



































































































































































































毎年 20 個前後産卵した。その雌が死亡する時でも 10 個以
上の産卵が認められて寿命が尽きている。















　ペアリングを 10 月に開始して，産卵は早い個体では 11
月であった（網走市）。産卵行動は 5 月まで認められるので，
我が国では 7 ケ月が産卵期間と言える（表 1）。産卵のピー























は♂ 149 とのペアーを組んでいたが，途中から♂ 136 とも
交尾を行った（表 3）。これは，同一ペン内で新たな雄を












































（Nos.149 と 136）と交尾した。この雌は，2 月から産卵を















には 12 月からであった。産卵終了時期は 2007 年度が 4 月
までの 5 ケ月であった。飼育年数を重ねるに従って，産卵
期間は 5 ケ月から 7 ケ月（11～5 月）に伸びた。産卵の早















































雌個体は，No.138 雄個体と 31 回交尾して 5 個の卵を産ん
だが，No.189 雄個体とは 10 回の交尾で 25 個の卵を産ん
でいる。No.134 雌個体は，No.150 雄個体とは 21 回交尾し
て 1 個しか卵を産んでいない。この雌個体は，No.131 雄


























138 とは 31 回交尾した。同様に，♀ 139 と♂ 131 とは 14
回であったが，♂ 139 に交換すると 29 回に増えた。♀





年の 4 月まで確認できた（5 月は調査しなかった。）。交尾
回数の多い月は 1～3 月で，全体の 80％であった。産卵開
始期（11～12 月）と終了期（4～5 月）は交尾回数が少なく，
産卵数が多くなる 1～3 月（表 1）と交尾回数は符合した。
表 5 から，♀ 134 個体は計 44 回の交尾をしていたが，こ
の♀の産卵性は低いことが 2011 年までに明らかとなって





（2011 年）や♀ 139（2012 年）のように交尾回数と産卵数










要とする。繁殖行動は 9 月から開始され，産卵は 11 月～
翌年 5 月（表 3）にかけて行われる。この場合は繁殖行動（求
愛行動）などからペアリング個体を選抜することとなる。
ペアリングは，産卵開始 1 ケ月前の 10 月上旬に行う。成











雄 1 羽（0.5 ha のペン）が良いとされている。繁殖には年
齢差のない個体を組み合わせることが大切である。理想的
組み合わせは「雌 2 対雄 1 のトリオ」であると言われてい
るが5，6），我々の調査では，雌 1 対雄 1 の組み合わせが最
も良好であった（表 2）。雌 4 対雄 4 の組みでも良好な成
績を得ている（表 2；2009～2010 年）。いずれにせよ，雌・
雄個体は健康で精力的でなければならない。
　一般的に，雌は 3～5 日に 1 個のペースで産卵する。南















































































































　エミューは成長するまでに 3 回換羽する。孵化後から 2
ケ月までの縦縞模様（ストライプ）の雛である（写真 4）。
次に 9 ケ月までの単色（黒色系）の若鳥である（写真 5）。
第 3 番目は成鳥の羽装である（写真 1～3）。約 12 ケ月で






















　孵化後 3 ケ月齢の雛の尾羽軸からの DNA 採取が可能と



















































































蓄積していた（表 10）。45～50 kg と 50～55 kg 区分内で
は雌・雄間に差異は認められなかったが，雄ではそれぞれ







雄と雌の脂肪はそれぞれ平均 11 kg と 9 kg であった。この
時の体重は雌・雄には差異は認められず，雄と雌はそれぞ






合なことである。出荷期は 9 月から 10 月にかけて推挙で









































　エミュー卵は，平均 600 g 前後で鶏卵の 10 個分に相当




























































間が 11 月から翌年 5 月まで継続できると考えられる。
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mainly  for oil  (functional material) production.   However,  laying,  fertility,  and hatchability  should be 
improved for mass breeding. Thus, in the present study, we investigated the relationship between pairing 
and laying to improve egg production.  After pairing, mating was observed on day 14 at the earliest and 
on day 74 at  the  latest. The  laying period was  seven months between November and May of  the 
following year.   Egg production was highest  in February and March at 25.79 and 30.94%, respectively. 
The relationship between pairing and  laying demonstrated that egg production  in breeding groups of 
equal  female-to-male ratios  (18.50 eggs per  female) was significantly higher  than  those of population 
breeding groups and breeding groups with unequal female-to-male ratios (6.55 and 9.51 eggs per female, 
respectively)  (p<0.001). The  female-to-male ratio was altered  in pairing, markedly decreasing the egg 





to March, accounting  for 80.23% of  the  total.   The mating  time zone peaked  from 3 : 00  to 9 : 00 a.m., 
accounting for 75%, but particularly from 5:00 to 9 : 00 a.m., accounting for 52.04%. The mating duration 
peaked at 22-74 seconds, accounting  for 72.23%. The  longest mating duration was 3 minutes and 50 
seconds (230 seconds).  The mating frequency varied among pairs, ranging from 10 to 59. Pairs with high 
egg production tended to show a longer mating duration. The mean body weight of four- and five-year-
old emus was 40 kg. The body fat weight of males (9.42 ± 0.40 kg) was significantly larger than that of 
female emus (7.34 ± 0.64 kg) (p<0.01). There was a strong correlation between the body and fat weights 
(r=0.785). The fat weight of male emus shipped in the first and second periods were 7.75 ± 0.64 and 9.94
± 0.47 kg, respectively ; the weight of fat in the second period was significantly larger (p<0.01).
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